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５.２.２　下地の種類と処理方法

ウレタン塗膜防水工事にとって下地処理及び下地調整が重要であることは，前章で述べた通りであ

る。しかし，改修工法を含めると下地の種類は多岐にわたっており適切な処理材の選択が求められる。

・脆弱部分をケレン棒，サンダー等で削り取る。
・モルタルかす等の突起物はサンダー等で削り取る。
・凹部，欠損部はモルタル等で補修する。
・出隅は５㎜程度の面取りをする。
・表面の汚れ，塵は清掃する。

・表面脆弱部分をケレン棒，サンダー等で削り取る。
・凹部，欠損部はモルタル等で補修する。
・浮き部分ははつり取ってモルタル等で補修するか樹脂
注入を行なう。

・表面の汚れ，塵は清掃する。

・サンダー，ワイヤーブラシ等で目荒らしする。
・目地段差，欠損部はポリマーセメントモルタルで補修する。

・ケレン棒，皮すき等で旧防水層をはつり取る。
・プライマー層までサンダー等で削り取る。
・凹部，不陸部等はポリマーセメントモルタル等で補修する。
・全面にポリマーセメントモルタル／ペーストを塗布する。
・表面の汚れ，塵は清掃する。

・旧防水層の立上り部、雨仕舞部は撤去しプライマー層
までサンダー等で削り取る。

・旧防水層の浮きフクレ部は切り取りラップ部は必要に
応じてポリマーセメントモルタル等で段差を埋める。

・旧防水層の浮き、フクレが顕著な場合は全面撤去とする。
・表面の汚れ，塵は清掃する。

・旧防水層の立上り部、雨仕舞部は撤去しプライマー層
までサンダー等で削り取る。

・旧防水層の浮きフクレ部は切り取りラップ部は必要に
応じてポリマーセメントモルタル等で段差を埋める。

・旧防水層の浮き、フクレが顕著な場合は全面撤去とする。
・表面の汚れ，塵は清掃する。

・旧防水層の浮きフクレ部は切り取りラップ部は必要に
応じてポリマーセメントモルタル等で段差を埋める。

・表面をサンダー等で目荒らしをする。
・表面の汚れ，塵などは洗浄，清掃する。

・旧防水層の浮きフクレ部は切り取りラップ部は必要に
応じてポリマーセメントモルタル等で段差を埋める。

・旧防水層の浮きフクレ部は切り取りラップ部は必要に
応じてポリマーセメントモルタル等で段差を埋める。

・表面をサンダー等で目荒らしをする。
・表面の汚れ，塵などは洗浄，清掃する。
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